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＜放射能測定センター・南相馬（とどけ鳥） 活動報告（第一回）＞ 

検体の種類別測定件数（平成 24 年 5 月～9 月上旬） 
（単位；件） 

種類 件数 種類 件数 種類 件数 種類 件数 種類 件数 

土壌関係 565 水関係 355 
食品（農作

物）関係 
297 

その他の 

食品類 
42 その他 115 

水田･畑の

土壌 
365 井戸水 194 

葉物・根菜

類 
155 魚介類 23 菜の花類 19 

その他の 

土壌 
190 水道水 65 果実類 49 加工食品類 14 ひまわり類 9 

アスファル

ト等 
10 河川水 68 米･穀物類 51 肉類等 5 牧草類 2 

  湧水 11 ハーブ類 17   雑草類 40 

  溜り水等 17 山菜類 25   その他 45 

       依頼総件数  1,374 

 皆様のご支援により、当測定センターは開所以来、

ほぼフル稼働。毎日、忙しく充実した日々を送って

います。今後、このポレーシェ誌上でも、定期的に

測定結果のまとめを報告していきます。今回はその

第 1 回目です。開所から今までの測定件数は、４か

月半で 1,374 件あり、月平均 305 件、開所日当たり

平均約 18 件／日となっています。測定機器は、二

台体制で対応していますが、各試験体に対して原則

30 分間測定を行っており、一日６時間（10 時～16

時）の開所時間では、日に 20 件程度が限界です。

従って「一日当たり 18 件」の測定実績は、再測定

や長時間測定を要する検体もある事から、ほぼフル

稼働の状態で経過していることになります。 

 種類別依頼件数は、土壌関係が 565 件（41.1%）、

水関係が355件（25.8%）、食品（農作物）関係297件（21.6%）

で、全体の 88.5%を占めています（グラフ参照）。地元の農業関係者からのまとまった依頼がある事か

ら、田や畑の土壌や水関係の依頼件数が多めとなっていますが、土壌汚染・水質汚染、それに伴う農作

物への放射能の影響などについて、市民の方々の心配が数字

に表れていると思います。 

今後も、計測（真の情報）を通じて、市民の方々に安心感

を与えるとともに、必要な場合には的確なアドバイスや警告

ができるよう、活動を継続していきたいと思います。 

（とどけ鳥ボランティアスタッフ） 
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21.6%

その他, 

8.4%

その他の

食品類, 

3.1%

←←←← 稲の測定は、実と茎と根と土に分けて測定します。稲の根っこの

間には、土がいっぱいまとわりついています。そのままでは、土を測

ってしまうことになるので、ていねいに土を洗い落とします。きれい

に洗って乾燥させてから、測定するのです。 



- 4 -

    

3 1 7

 

124 126 129  

20km 1

 

 

 

 

2 1  

  yymita@festa@ocn.ne.jp   052-702-3135 

   

 

                                         

9 25 YWCA

 

11

 

 

9 25  

1,324

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 



- 5 - 



- 6 - 

 !!  

 !!  500ha  

  

9 16 30

 

9 18

90%

 

BG

BDF

BG BDF

 

500ha

4m

608 200Bq/kg

 

10

 

9/26  

500ha!?



- 7 - 

 

2 500ha

10 23

 

P6  

90  

 

9/26  

 



- 8 - 

 



- 9 - 



- 10 -

   

“ ”  

“

” “ ”

“ “

 

26

 

26

4 5

100%

 

 

92 2

6

 < ( )  (2012 9 )> 



- 11 -

 

 

<  

(  

(2012 9 )> 



- 12 - 

 


